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駐
屯
各
部
隊

新
年
度
か
ら
全
速
力

第
１
０
４
不
発
弾

処

理

隊

の

活

動

ス ポ トッ

ライ

巻
頭
の
辞

九
州
補
給
処
長
兼
ね
て
目
達
原
駐
屯
地
司
令

陸
将
補

竹
内

綱
太
郎

宮崎空港米国製１ｔ爆弾信管の確認

巻頭の辞を執筆する竹内司令

め
た
ば
る

沖縄本島

奄美大島

種子島

屋久島

五島列島

約２００ｋｍ

約２８０ｋｍ

約３７０ｋｍ

約８００ｋｍ

福岡

長崎

佐賀

大分

宮崎

鹿児島

熊本

対馬
（最北端）

目達原駐屯地

与論島
（最南端）

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
第
１
０
４
不
発
弾
処
理
隊

は
少
数
の
精
鋭
部
隊
で
す
。

任
務
は
、
沖
縄
県
を
除
く
九
州
７
県
の
不
発
弾
の

処
理
を
担
任
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
４
月
か
ら
６
月

約
３
カ
月
で
既
に
、
処
理
件
数
31
件
、
総
弾
薬
数
１

１
４
発
を
処
理
し
て
い
ま
す
。

上
記
写
真
は
、
６
月
５
日
宮
崎
空
港
に
お
け
る
米

国
製
１
ｔ
爆
弾
の
回
収
作
業
の
一
部
で
す
。
宮
崎
県

警
か
ら
の
要
請
を
受
け
た
、
畑
内
１
尉
以
下
４
名
は

緊
急
出
動
し
、
爆
弾
の
識
別
を
実
施
、
信
管
が
な
い

こ
と
を
確
認
後
、
回
収
を
行
い
、
大
分
弾
薬
支
処
に

保
管
し
ま
し
た
。
出
動
し
た
隊
員
は
「
現
場
で
は
安

全
距
離
の
確
保
、
更
に
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
の

マ
ス
ク
に
よ
り
肉
声
が
聞
き
と
り
づ
ら
い
状
況
だ
っ

た
が
、
仲
間
と
は
日
頃
か
ら
意
思
疎
通
が
図
れ
て
い

る
の
で
、
整
斉
と
不
発
弾
を
安
全
に
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
第
１
０
４
不
発
弾
処
理
隊
は
、
安
全

確
実
を
第
一
に
民
生
の
安
定
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

発見から処理までの流れ

不発弾等発見 最寄警察へ通報 自衛隊に派遣要請

緊急出動識 別安全化・処理

宮崎空港米国製１ｔ弾薬の運搬九州７県担任地域

記
録
的
な
早
さ
で
梅
雨
入
り
し
た
６
月
が
終
わ
り

夏
の
日
差
し
が
降
り
注
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
新
年
度
に
入
り
早
く
も
、
約
３
カ
月
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
駐
屯
地
各
部
隊
は
、

補
給
整
備
や
教
育
訓
練
な
ど
の
任
務
を
着
実
に
遂
行

し
つ
つ
、
上
峰
町
水
防
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
（
５
月
18

日
）
、
基
山
町
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
（
５
月
25
日
）
、

吉
野
ヶ
里
町
水
防
協
議
会
（
５
月
31
日
）
に
参
加
し

災
害
が
予
想
さ
れ
る
危
険
個
所
の
現
地
確
認
な
ど
を

警
察
や
消
防
等
の
防
災
関
係
機
関
と
共
に
行
い
近
隣

地
域
の
災
害
に
対
す
る
備
え
と
し
て
初
動
対
処
能
力

の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

更
に
、
目
達
原
駐
屯
地
に
お
い
て
７
月
上
旬
に
は
、

九
州
全
土
等
か
ら
今
年
３
月
又
は
４
月
に
入
隊
し
、

陸
上
自
衛
官
と
し
て
必
要
な
知
識
や
技
能
を
教
育
す

る
前
期
教
育
を
修
了
し
た
41
名
の
新
隊
員
に
対
し
後

期
教
育
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
後
期
教
育
は
、
整
備
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
教
育
し
ま
す
。

若
い
新
隊
員
達
は
、
新
し
い
環
境
に
少
な
か
ら
ず
不

安
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
志
し
高
く

自
衛
官
を
目
指
し
、
入
隊
し
た
彼
ら
彼
女
ら
の
成
長

を
駐
屯
地
一
同
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

夏
本
番
、
益
々
暑
さ
が
増
し
て
い
き
ま
す
が
、
目

達
原
駐
屯
地
は
、
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
を
万
全
に
し
つ
つ
何
時
い
か
な
る
時
も
使
命
を
完

遂
し
得
る
部
隊
等
の
練
度
の
維
持
・
向
上
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

ホームページ

駐
屯
地
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
っ
て
ま
す
。

目
達
原
駐
屯
地
隊
員
の
訓
練
・

行
事
・災
害
派
遣
情
報
な
ど
、

続
々
ツ
イ
ー
ト
中
！

是
非
ご
覧
下
さ
い
。

「フォロー」
「いいね」
お願いします。

＠JGSDF＿METABARU
♯目達原駐屯地

② ③

④⑤⑥

着陸訓練（戦闘ヘリ）

武装走競技会（西後支） 不発弾処理隊検閲250キロ爆弾弾頭切断（西後支）

UH-１J着陸誘導（西ヘリ）車両回収（西後支）

警戒監視（４飛）

衛生科との共同訓練（西ヘリ） 至近距離射撃（４飛）

AH－64D分隊射撃（戦闘ヘリ） １２．７ｍｍ重機関銃対空射撃（西後支）
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九

州

補

給

処

西

部

方

面

後

方

支

援

隊

隊
武
装
走
競
技
会
（
十
文
字
）

〔２〕 めたばる

胴付き長靴の着用教育

防
災
関
係
各
機
関
と
情
報
共
有

鳥

栖

燃

料

支

処

不
測
事
態
に
備
え

油
流
出
対
処
訓
練

野
ヶ
里
町
が
主
催
す
る
令
和
３
年
度

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
ま
し
た
。

各
町
の
防
災
担
当
者
か
ら
、
過
去

の
災
害
状
況
や
対
策
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
、
危
険
箇
所
に
つ
い
て
警

察
、
消
防
と
と
も
に
現
地
を
確
認
し
、

各
関
係
機
関
と
情
報
共
有
を
図
り
、

災
害
発
生
時
の
対
応
を
再
確
認
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
パ
ト
ロ
ー
ル

に
参
加
し
た
隊
員
は
「
駐
屯
地
近
隣

に
お
け
る
災
害
危
険
区
域
の
地
形
や

特
性
を
把
握
し
災
害
見
積
に
活
か
す

と
と
も
に
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携

を
よ
り
一
層
強
化
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
風
水
害
の
多
発
期
に
し
っ
か
り
備

え
て
い
き
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
ま

し
た
。

九
州
補
給
処
は
、
備
え
の
一
環
と

し
て
、
平
素
か
ら
初
動
対
処
部
隊
を

編
成
し
、
車
両
及
び
無
線
機
の
点
検
、

人
命
救
助
シ
ス
テ
ム
の
器
材
取
扱
い

訓
練
を
実
施
し
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
等

に
対
し
て
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
即
応
態
勢
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

九
州
補
給
処
は
、
５
月
18
日
、

25
日
、
31
日
の
そ
れ
ぞ
れ
の
日
に

お
い
て
、
上
峰
町
、
基
山
町
、
吉

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
と
吸
着

マ
ッ
ト
に
よ
る
油
の
除
去
に
つ
い
て

訓
練
し
ま
し
た
。
前
段
は
オ
イ
ル

フ
ェ
ン
ス
等
、
対
処
器
材
の
性
能
と

取
扱
要
領
を
確
認
し
、
ロ
ー
プ
の
結

び
方
・
流
水
の
渡
河
要
領
等
、
一
つ

一
つ
の
動
作
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し

た
。
後
段
は
、
４
人
１
組
で
胴
付
き

鳥
栖
燃
料
支
処
は
、
６
月
10
日

目
達
原
駐
屯
地
の
プ
ー
ル
を
利
用

し
、
油
流
出
対
処
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
河
川
等
に
大
量
の

油
が
流
出
し
た
場
面
を
想
定
し
、

駐
屯
地
プ
ー
ル
を
河
川
と
見
立
て
、

長
靴
を
着
用
し
て
、
プ
ー
ル
で
オ
イ

ル
フ
ェ
ン
ス
と
吸
着
マ
ッ
ト
の
設
置

要
領
を
訓
練
し
ま
し
た
。
組
長
と
し

て
訓
練
に
参
加
し
た
里
３
曹
は
、
若

手
陸
曹
ら
し
く
溌
剌
と
指
揮
、
「
迅

速
・
確
実
、
安
全
に
組
員
を
行
動
さ

せ
る
事
が
出
来
、
不
測
事
態
時
に
も

任
務
完
遂
で
き
る
自
信
が
持
て

た
。
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。
隊

員
達
は
真
剣
に
取
組
み
、
大
雨
や
地

震
等
の
災
害
発
生
時
に
お
け
る
不
測

事
態
対
処
能
力
を
日
々
向
上
し
て
い

ま
す
。

オイルフェンスの展張

吸着マットを利用した処理

危険河川の確認（基山町）

人命救助システム２型の器材点検を実施する初動対処部隊

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
は
、
令
和

３
年
４
月
18
日
十
文
字
原
演
習
場
に

お
い
て
、
令
和
３
年
度
隊
武
装
走
競

技
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
競
技
会

は
、
５
名
１
コ
チ
ー
ム
（
女
性
自
衛

官
１
名
含
む
。
）
至
近
距
離
射
撃
を

含
め
た
駅
伝
方
式
に
よ
る
チ
ー
ム
対

抗
戦
と
し
、
い
か
な
る
脅
威
下
に
お

い
て
も
間
断
な
く
兵
站
支
援
業
務
を

継
続
で
き
る
強
靭
な
部
隊
・
隊
員
を

育
成
す
る
た
め
各
隊
に
お
け
る
戦
闘

戦
技
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

士
気
の
高
揚
及
び
部
隊
の
団
結
の
強

化
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
競
技
会
開
催
に
あ
た
り
勤

務
員
に
よ
る
勤
務
員
予
行
及
び
至
近

距
離
射
撃
予
行
及
び
試
走
を
実
施
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と

し
て
、
応
援
方
法
や
実
施
要
領
等
の

工
夫
を
行
い
準
備
に
万
全
を
期
し
ま

し
た
。

令
和
３
年
４
月
５
日
か
ら
18
日
ま
で
の

間
、
九
州
唯
一
の
大
演
習
場
で
あ
る
日
出

生
台
演
習
場
（
大
分
県
）
に
お
い
て
令
和

３
年
度
日
出
生
台
演
習
場
第
１
次
定
期
整

備
を
実
施
し
ま
し
た
。
西
部
方
面
後
方
支

援
隊
は
、
西
後
支
整
備
隊
を
編
成
し
、
演

習
場
の
長
期
安
定
使
用
の
た
め
の
草
刈
り

や
側
溝
整
備
、
補
修
整
備
等
を
実
施
し
、

ま
た
同
行
支
援
に
よ
り
各
装
備
品
等
の
整

備
・
回
収
支
援
を
実
施
し
訓
練
環
境
の
向

上
に
寄
与
し
ま
し
た
。

勝
利
に
向
か
っ
て
激
走

近
隣
市
町
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
災
害
対
処
能
力
の
向
上

日
出
生
台
演
習
場
定
期
整
備

「
演
習
場
＝
道
場
」

機
能
維
持
と
充
実
を
図
る

スタート直後から下り坂を激走激走間の至近距離射撃

「頼んだぞっ！」次走者への襷渡し

重機を使用した側溝整備

令
和
３
年
６
月
25
日
、
西
部
方
面
総
監
部

に
お
い
て
、
令
和
２
年
度
方
面
隊
優
秀
隊
員

紹
待
行
事
が
行
わ
れ
、
第
１
０
４
不
発
弾
処

理
隊

倉
員

武
志
２
等
陸
曹
が
不
発
弾
処

理
業
務
の
功
績
に
よ
り
方
面
総
監
よ
り
顕
彰

盾
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

方
面
隊
優
秀
隊
員
招
待
行
事

方面総監竹本陸将と倉員２曹夫妻
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第

４

飛

行

隊

第

１

戦

闘

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

隊
ＡＳＲ７０ｍｍロケット発射の貴重な瞬間

西

部

方

面

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

隊

通
信
事
業
者
４
社
と
共
同
訓
練

射

撃

能

力

向

上

佐

多

Ａ

Ｈ

射

撃

訓

練

西
部
方
面
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
隊
第
２
飛
行

隊
は
、
令
和
３
年
４

月
20
日
及
び
21
日
の

２
日
間
、
通
信
事
業

者
と
の
共
同
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
、
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
及
び
Ｋ
Ｄ
Ｄ

Ｉ
の
４
社
が
訓
練
に

参
加
し
、
綿
密
な
調

整
に
よ
る
認
識
の
統

一
及
び
確
実
な
安
全

管
理
の
下
、
第
２
飛

行
隊
が
保
有
す
る
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
「
Ｕ
Ｈ

―

１
Ｊ
」
に
て
、
相

互
に
連
携
し
て
通
信

器
材
等
の
搭
載
・
卸

下
を
実
施
し
ま
し
た
。

航
空
機
へ
の
搭
載
要

領
に
よ
っ
て
は
、
機

体
を
損
傷
さ
せ
る
恐

れ
が
あ
る
中
で
、
本

訓
練
を
互
い
に
連
携

し
て
無
事
に
終
了
さ

せ
る
と
と
も
に
、
今

後
の
教
訓
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
２
年
７
月
に

発
生
し
た
豪
雨
災
害

に
お
い
て
、
通
信
事

業
者
及
び
通
信
器
材

の
空
輸
を
行
い
、
被

災
地
域
の
復
興
支
援

を
実
施
し
た
成
果
も

踏
ま
え
、
引
き
続
き
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
一

丸
と
な
り
、
災
害
発

生
時
等
に
お
け
る
即

応
能
力
の
向
上
及
び

任
務
完
遂
に
邁
進
し

て
い
き
ま
す
。

器材の搭載要領を確認 通信事業者と共同による却下訓練

即

応

態

勢

の

強

化

第
１
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
は
、

令
和
３
年
５
月
30
日
か
ら
６
月
３
日

ま
で
の
間
、
鹿
児
島
県
に
所
在
す
る

佐
多
射
撃
場
に
お
い
て
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
射
撃
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

梅
雨
時
期
で
し
た
が
実
施
間
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
Ａ
Ｈ―

64
Ｄ
操
縦

士
の
洋
上
固
定
目
標
に
対
す
る
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
射
撃
能
力
及
び
整
備
員
の

弾
薬
取
扱
い
並
び
に
射
撃
支
援
能
力

を
向
上
し
ま
し
た
。

第
４
飛
行
隊
は
、
令
和
３
年
６
月
18

日
～
29
日
ま
で
の
間
、
目
達
原
駐
屯
地

及
び
十
文
字
原
演
習
場
に
お
い
て
、
令

和
３
年
度
第
１
次
師
団
訓
練
検
閲
を
受

閲
し
ま
し
た
。
本
検
閲
で
は
、
非
常
呼

集
か
ら
状
況
開
始
と
な
り
応
急
出
動
準

備
、
展
開
地
へ
向
け
て
の
接
敵
機
動
、

警
戒
自
衛
戦
闘
、
航
空
偵
察
、
地
雷
散

布
及
び
至
近
距
離
評
価
射
撃
等
を
実
施

し
、
飛
行
隊
長

前
淵
２
佐
を
核
心
に

飛
行
隊
一
丸
と
な
り
、
１
件
の
航
空
不

安
全
な
く
日
々
の
訓
練
成
果
を
最
大
限

に
発
揮
し
て
任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
飛
行
隊
長
要
望
事
項
で
あ

る
「
戦
闘
力
の
最
大
限
発
揮
」
に
努
め
、

日
々
の
訓
練
に
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

第

１

次

師

団

訓

練

検

閲

戦

闘

力

の

最

大

限

発

揮

ＡＳＲ７０ｍｍロケットの弾薬搭載

作戦会議（飛行隊指揮所）陣地変換のため離陸するＵＨ－１Ｊ

３０ｍｍＧＵＮの弾薬点検

３０ｍｍＧＵＮ分隊射撃



第８４号めたばる〔４〕

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

中
西

龍
之
介

（
な
か
に
し

り
ゅ
う
の
す
け
）

所
属

「
西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
」

職
種

「
航
空
科
」

役
職

「
航
空
操
縦
士
」

・
令
和
３
年
３
月
14
日
付
で
３
等

陸
尉
に
任
官
し
幹
部
自
衛
官
と

し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
特
技
は
絵
を
描
く
こ
と
、

特
に
油
絵
。
趣
味
は
「
ゴ
ル

フ
・
ド
ラ
イ
ブ
・
料
理
」
と
い

う
魅
力
の
尽
き
な
い
若
手
幹
部

熊
本
県
出
身

ゴルフ

知
っ
と
ん
ね

駐
屯
地
周
辺
ス
ポ
ッ
ト
紹
介

定
年
退
官
者
及
び
予
定
者

▽
７
月

10
日

九

処

１
尉

馬
場
一
徳

19
日

西

後

支

２
曹

前
田
賢
次

24
日

九

処

１
尉

持
丸
勇
次

▽
８
月

３
日

九

処

２
佐

原
口
文
哉

19
日

西

ヘ

リ

曹
長

山
下
一
夫

▽
９
月

９
日

西

後

支

曹
長

大
家
健
司

10
日

九

処

曹
長

堀

敏
弘

14
日

西

後

支

准
尉

天
野
一
成

只
今
、
前
進
中
。

若
人
奮
闘
記

「多用な任務に柔軟に対応できる操縦士になりたい。」と話す中西３尉

―

幹
部
自
衛
官
を
目
指
し
た

理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
少
し
で
も
多
く
の
隊
員
や

大
き
な
部
隊
を
先
導
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
」

―

今
の
職
務
の
内
容
を
詳
し

く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
航
空
操
縦
士
で
す
。
上
空

を
飛
行
す
る
航
空
機
を
操
作

し
、
安
全
確
実
に
任
務
を
達

成
す
る
と
い
う
重
要
な
任
務

で
あ
り
ま
す
が
、
私
の
小
さ

な
体
で
大
き
な
航
空
機
を
自

在
に
操
作
す
る
こ
と
に
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
」

―

今
後
の
抱
負
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

「
部
隊
の
骨
幹
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
自
覚
し
、
航
空
操

縦
士
と
し
て
、
初
級
幹
部
と

し
て
、
常
に
問
題
意
識
を

も
っ
て
積
極
的
に
日
々
の
訓

練
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。
」

荒木 智成 ３曹
西 シ 通 群 本 部 中 隊
映 像 写 真 小 隊 空 中 伝 送 班

隊
員
趣
味
紹
介

マ
イ
ブ
ー
ム

確かな技術と判断力で部隊をけん引する

入念に飛行前点検をする中西３尉

神
埼
市
に
あ
る
土
器
山
（
か
わ
ら
け
や

ま
）
別
名
（
八
天
山
）
を
紹
介
し
ま
す
。

土
器
山
は
肥
前
を
代
表
す
る
霊
峰
で
あ
り
、

山
頂
の
最
高
標
高
は
４
２
９
メ
ー
ト
ル
、
初

心
者
で
も
挑
戦
し
や
す
い
高
さ
で
す
。
山
道

の
ほ
と
ん
ど
が
風
化
し
た
花
崗
岩
の
岩
盤
を

掘
削
し
て
作
ら
れ
、
滑
り
や
す
い
た
め
、
溝

の
あ
る
靴
を
お
勧
め
し
ま
す
。
道
中
は
狭
い

山
道
や
ロ
ー
プ
を
利
用
し
た
箇
所
も
あ
り
、

軽
易
な
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
感
覚
を
楽
し
み
つ
つ
、

汗
を
か
き
な
が
ら
約
１
時
間
程
で
山
頂
に
つ

き
ま
す
。
天
気
が
良
け
れ
ば
眼
下
に
佐
賀
平

野
と
脊
振
山
系
の
絶
景
を
一
望
で
き
ま
す
。

下
り
は
、
登
り
と
同
じ
道
を
下
れ
ば
安
全
に

下
山
出
来
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
登
れ
ば
、
楽
し

い
ハ
イ
キ
ン
グ
・
走
っ
て
登
れ
ば
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
と
し
て
最
適
な
山
で
す
。
ご
家
族
や
友

人
と
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

アクセス

鳥栖方向から県Ｒ３１号を神埼方面へ、神
埼・飯町交差点を右折し、県Ｒ２１へ進む、
仁比山神社前バス停を過ぎ、２００ｍ先の山
王橋を渡り、４００ｍ直進し右手に登山口と
なる、八天神社がある。神社駐車場は無料
ですが、数台しか止められないので、おすす
めは近くの仁比山公園、駐車可能・無料。

私
の
趣
味
は
ゴ
ル
フ
で

す
。
４
年
前
に
職
場
の
先

輩
に
誘
わ
れ
て
始
め
ま
し

た
。
今
で
は
休
み
の
日
に

先
輩
と
コ
ー
ス
を
回
っ
て

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ゴ
ル

フ
は
日
頃
の
業
務
を
忘
れ

て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ

と
が
出
来
る
最
高
の
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
趣
味
を
充
実
さ
せ
て
訓

練
に
集
中
で
き
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

ナイスショットの荒木３曹

小学生も登れます（花崗岩の登山道）佐賀平野が一望（親不孝石３７５m地点）

西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
本
部
中
隊

映
像
写
真
小
隊
空
中
伝
送
班

第

３

２

１

基

地

通

信

中

隊

通

信

の

プ

ロ

駐
屯
地
の
基
盤
支
え
る

第
１
０
２
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
大
隊
第
３
２
１
基
地
通

信
中
隊
は
、
令
和
３
年
５
月
19
日
か
ら
５
月
21
日
の
間
、

第
２
回
中
隊
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
本
訓
練
で
は
、
通
信

科
隊
員
と
し
て
必
要
な
、
専
用
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
の
構
成
、

衛
星
通
信
を
使
用
し
た
シ
ス
テ
ム
の
延
伸
要
領
、
緊
急
時

の
回
線
構
成
及
び
障
害
発
生
時
の
対
処
要
領
に
つ
い
て
演

練
し
そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
練
度
を
向
上
さ
せ
ま
し
た
。

システム換装に伴うＬＡＮケーブル構成

緊急回線構成訓練

豪

雨

災

害

を

想

定

映像伝送機を積載したＵＨ－１Ｊ

訓練中の機内状況

空
中
伝
送
班
は
、
即
応
部
隊
の
一
部
隊
と
し
て
日
頃
か
ら
あ
ら
ゆ

る
事
態
に
即
応
出
来
る
よ
う
に
訓
練
し
て
い
ま
す
。
６
月
に
九
州
が

梅
雨
に
入
り
、
近
年
多
発
し
て
い
る
豪
雨
災
害
の
発
生
を
危
惧
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
訓
練
は
豪
雨
災
害
を
想
定
し
た
状
況
下
で
実
施

し
隊
員
一
人
一
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。
４
月
に
迎

え
た
２
名
の
転
入
者
も
訓
練
を
通
じ
て
戦
力
化
を
終
え
ま
し
た
。
引

き
続
き
任
務
完
遂
に
向
け
映
像
伝
送
能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

即
動
基
盤
の
確
立
図
る

西
部
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊

飛
行
部
隊
を
支
え
る

西
部
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊
は
、
令
和
３
年
６

月
18
日
か
ら
22
日
ま
で
の
間
、
令
和
３
年
度
第
１
回
航
空

隊
統
一
訓
練
に
参
加
し
、
先
発
隊
及
び
地
上
部
隊
本
隊
と

し
て
展
開
地
の
安
全
化
を
図
り
、
野
外
に
お
け
る
管
制
気

象
支
援
を
実
施
し
、
航
空
隊
の
任
務
達
成
に
寄
与
し
ま
し

た
。

第
１
回
航
空
隊
統
一
訓
練
任
務
達
成

気象観測

飛行統制

将来有望なナイスガイ


